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更
新

手
塚
治
虫
作
品
に
見
る
「
手
書
き
文
章
」
を
読
む萩

原

義
雄

マ
ン
ガ
作
品
中
に
は
、
多
く
の
手
塚
自
身
直
筆
で
書
き
込
ん
だ
コ
マ
を
発
見
す
る
。
こ
の
手
書
き
部
分

こ
そ
紛
れ
も
な
い
個
性
あ
ふ
れ
る
手
塚
治
虫
の
書
冩
文
字
で
あ
る
。
こ
の
「
手
書
き
」
の
文
章
部
分
を
読

む
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
有
す
る
近
現
代
の
日
本
人
の
国
語
知
識
力
を
私
た
ち
は
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。

《
横
書
き
文
章
の
卷
》

１
，
『
鳥
人
大
系
』
〔

頁
〕
の
「
敬
愛
す
る
抹
殺
請
負
公
社
理
事
長
ど
の
」
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［
課
題
］
こ
の
手
書
き
書
冩
の
箇
所
を
読
解
し
、
こ
こ
で
表
現
さ
れ
て
い
る
語
文
表
現
の
分
析
を
実
施
し

な
さ
い
。

【
解
答
】

Ａ
，
字
音
漢
字
の
熟
語
で
は
、
「
貴
社
」
２
「
計
画
」
「
御
協
力
」
「
切
望
」
「
正
義
」
「
合
法
的
」
「
暗
殺
」

「
公
益
」
「
学
術
振
興
」
「
人
間
」
「
趣
意
」
「
御
賢
察
」
「
考
古
学
協
会
」

Ｂ
，
和
訓
漢
字
語
で
は
、
「
名
」
「
請
負
い
」
「
盡
く
」
「
お
慶
び
」
「
申
し
上
げ
」
「
申
し
出
」
「
殺
し
」
「
頂

き
」
「
何
卒
」
「
上
」
「
御
手
配
」
「
給
わ
り
」
「
願
い
上
げ
」

Ｃ
，
和
訓
ひ
ら
が
な
の
語
で
は
、
「
わ
れ
わ
れ
の
」
２
「
く
だ
さ
る
」
「
こ
と
」
「
い
た
し
ま
す
」
「
も
と

に
」
「
あ
る
こ
と
を
」
「
ひ
と
え
に
」
「
た
め
の
」
「
も
の
」
「
あ
り
ま
す
」

Ｄ
，
洋
語
カ
タ
カ
ナ
の
語
は
、
「
ム
ッ
ス
ム
」
「
デ
ン
グ
ル
」

〈
語
分
析
の
結
果
〉

※
①
「
つ
く
す
」
の
漢
字
だ
け
が
、
新
字
体
表
記
の
「
尽
」
字
で
は
な
く
、
旧
字
体
表
記
の
「
盡
」
字
を

用
い
て
い
る
。

※
②
「
学
術
振
興
」
の
「
興
」
の
字
を
略
体
標
記
字
「
軈
」
の
字
で
書
記
す
る
。

※
③
歴
的
仮
名
遣
い
表
記
の
文
章
で
は
な
い
。
「
請
負
い
」
「
ひ
と
え
に
」
「
給
わ
り
」
「
よ
う
」
「
願
い
」

※
④
文
章
は
、
五
つ
の
文
か
ら
成
る
。
※
５
文
章
形
體
は
、
「
手
紙
文
」
。

２
，
『
鳥
人
大
系
』
〔

頁
〕
の
「
モ
ッ
ズ
警
部
ど
の
」
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３
，
『
陽
だ
ま
り
の
樹
』
第
三
卷
「
種
痘
」
よ
り

店
の
看
板
文
字

ア
メ
リ
カ
人
通
辞
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
の
会
話
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《
縱
書
き
文
章
の
卷
》

１
，
『
陽
だ
ま
り
の
樹
』
卷
第
一

の
「
入
門
許
可
証
」


